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中部日本南東縁の地殻構造とアクティブテクトニクス
Crustal structure and active tectonics in the southestern border of Chubu, Central Japan
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中部日本におけるアクティブテクトニクス解明を目指して行われてきた深部地殻構造探査のうち 2008年の南－中央ア
ルプス横断深部構造探査 Southern and Central Japan Alps Transect (SCAT)データに対して，地球科学総合研究所が CRS
(Common Reflection Surface)法をさらに改良した汎用性の高いMDRS (Multi-Dip Reflection Surface)法（Aoki et al., 2010）
を新たに適用したところ複雑な外帯構造のイメージングが相当程度改善された．これによって伊豆弧衝突帯北西方に位
置する中部日本南東縁の基本的な地殻構造が一層鮮明となった．そのフレームは以下の２つよりなる．
第１に，ISTL前縁の活断層群（A-ISTL）は約 20度西傾斜で地下に延長され，深度約２ 0kmまで追跡できる．この

A-ISTLならびにその地下延長（以下単に A-ISTL）は外帯の下部構造ならびに ISTL本体下部を切断し，その下位に中期
中新世，フィリピン海プレート沈み込み開始以来の伊豆弧物質を沈み込ませている．その厚さは 40kmを越える．この
A-ISTLはフィリピン海プレート沈み込み時の構造を保持し続けているものであり，現在の沈み込みと連動した逆断層タ
イプ微小地震を随伴し，かつ地表では活断層を形成している．
第 2に，南アルプス西方を走る現在の中央構造線MTL は，初源的なものではなく，ほぼ鉛直な赤石構造線ATL（Kano,

1990）の延長である．この ATL は ISTLとともに中期中新世における日本列島屈曲を実現させる上で決定的役割を担っ
た数 10kmに及ぶ左横ずれ変位を与えている．ISTLは前述のようにその下部を浅所で A-ISTLに切断されて活動性を失っ
ているが，MTL-ATL は地表活断層とはならないものの，依然として左横ずれタイプ微小地震群を地下で随伴している点
で本質的に活動的である．
以上のフレームは，中部日本南東縁，南―中央アルプス周辺のテクトニクスがフィリピン海プレートの運動に強く支

配されてきたという Kano(1990)のモデルを支持する．また，伊豆弧の衝突は上部地殻浅部の現象に限定されており，伊
豆弧物質の圧倒的部分は本州弧の下に沈み込んでいることが示唆される．
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